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工 業 テ レ ビ ジ ョ ン の 諸 問 題

Problems ConcerningIndustrialTelevision

関口存哉* 武井幸夫* 角野正夫* 大串俊夫*串

内 容 梗 概

工業テレビジョン(ITV)を実際に応用する場合,主として水力発電所に対する応用において問題と

なる点として次の間題を取上げた｡

第一に広範囲な対象を監視する場合の視野の問題で,通常われわれが肉眼で監視する場合には漠然と

広範囲を見ながらなむこか変化があったら注目Lて細部を観察するという方法がよくとられるが･ITVで

はバリフォーカルレソズの採用によりこれと同じ効果を上げることができる｡すなわち低倍率広視野か

ら高倍率狭視野に連続的に変化するので少い労力で正確な判断をくだしやすい｡

第二に撮像管ビデコソの感度測定結果を図示し被写体の照度と画質との関係を示した｡

第三に被写体の所要照度をうるための投光器の問題として投光器の使用電球と光束分布の関係を延べ
実験結果を図示した｡

第四に映像信号のケーブル伝送における歪についてこれがケーブルの相関亘長γと搬送周波数によつ

て左右されることを述べ,ケーブルとして10c-2Vを使用し搬送周波数20Mcの場合の計算結果を

図示した｡

最後に受像捌から送像側を制御する場合の遠方制御について略述した｡

応用もあり,あるいは各種帳簿 の原簿との照合に応用

〔Ⅰ〕緒

テレビジョン放送ほ開始以来数年で急速に発展し,日

常生活に大きな影響を与えるようになった｡このテレビ

ジョンの送受像をせまい範囲で簡単に実施することがで

きれば非常に便利で各方面に利用されることは容易に想

像される｡この考えは棍像管ビデコソの開発により急速

に具体化され,工業テレビジョン(IndustrialTelevi-

sion,以下ITVと称する)として単に工 に使用される

だけでなく,商業,教育などにも応用されている｡ITV

の応周は非常に広範囲で簡単に分

る｡現在の段階では一つの応用の経

することは困難であ

からITVに対す

る技術的要求,て別約などが生れこれを解決し足場としな

がらほかの新しい応用を開拓して行くという状態で将来

予想される広範囲な応用から考えればまだ緒についたば

かりであるといえよう｡現在までに我国で使用されてい

る分野は,水力,火力の発電所がもつとも多く水力発電

所ではダムの水位計,取入口のスクリーンの監視など,

火力発電所ではボイラの水面計,炉内燃焼状況,煙突の

煤煙などの監視に採用され,発電所の綜合制御の上に大

きな役割を果している｡このように人が直接見ることが

危険なところとか困難なところの監視にはITVは大き

な威力を発 する｡また各種産業の自動化, の御制中

手段としては間接的指示計掛こよる遠方制御とともに肉

眼で見るのと同じ状態を受像画面に見る直接的な方法が

制御の確 性をいちじるしく増大するものと考えられ

る｡そのほか手術の状況を多数の学生に見せる教育上の
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されれば原簿管理が簡易化されることとなる｡ITVほ

レビジョンと異なり現像,照明,機器の性能など

に対し大きな制約があり,また応用される対象によりテ

レビジョン装置で考慮すべき重点が異なってくる｡たと

えば放送テレビジョンでは被写休と受像画面とがまった

く同じ感じを与えることよりも受像画面が自然なコント

ラストをもつことの方が重要であるが,火力発電所の煤

煙監視の場合には肉眼で被写体を見た じとまったく同

じコソトラストを受像画面に再現しなければならない｡

また炉内監視のITVでは解像力は多少犠牲としても装

置の置かれている悪条件(高温,塵旗など)に耐え,な

iこよりも安定な動作が必要である｡

ここでは現在までにわれわれが経験した応用の中から

水力発電所に対する応用で問題となった二,三の点を述

べることとする｡

〔ⅠⅠ〕水力発電所への応用

火力発電所とともに水力発 所はITVをもつともよ

く利用している分野である｡水力発電所でほダムと発電

所との距りが数k皿となるところもあり,発電所でダム

の状況を知るた捌こは監視員を常駐させておく必要があ

った｡最近の発電所では諸設備を中火の制御室で制御す

るようになっているので,発電所で直接ダムの状況を監

視する必要があり,ITVはこの監視の手段として採用さ

れている｡監視の対象となるのは主としてダムの水位標,

取水口スクリーン附近の流木あるいはダム全般の監視な.

どである｡この 合間題となるのはダム全般状況のよう

な広い視野に対する対策,夜間の監視に必要なビデコソ
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の感度と照明･ダムから発電所までの映像信号の伝送ま

た発電所側でカメラを制御する制御方

(り 視 野

などである｡

ITVの視野の選定ほ水力発電所においてだけでなく,

ITVを設置するにあたって考ぼされなければならない

基本間遠であるから一般的な問題に関して少し述べてみ

たい｡

ITVを実地に適用するに際して次の考慮が行きとど

いていると,その効果をいちじるしく高めることができ

る｡

すなわち具体的に適用しようとしている対象に関して

のわれわれ人間の視覚判断ほ,どのような要素をどの程

度の頻度とどの程度の精密度をもってする観察によって

われわれの頭の中に正確に形成されていつているもので

あるかを･現地において十分体得するよう心掛けること

が好ましいと思われる｡

この種のことほ学術的には心理学の中の｢知臥Vi-

SualPerceptionと呼ばれる分野に含まれる事項である

が･これほ今次大戦中から急に進歩しはじめた学閥で戦

前の教育において当然のこととして教えこまれ,われわ

となっている事項が眼底から否定されているい

くつかの例もある0たとえばわれわれの感ずる距離感,

立体感がかならずしも両眼を距離計のように用いている

ゆえでないことの発見ほ映画のWideScreenとして

にも理解できるように具体化している｡

いまからITVの利用を考えられる方々に,かかる新

しい学問を勉強していただくことほその労が過多である

と思われるゆえ,あえて推奨はしないが,われわれ戦前

の教育を受けたものの常識ほかならずしも適切でないこ

とが多いから,ITVの徽野の選定にあたってほ机上で

考えることなく･現地において口的とする知覚がどのよ

うな視覚で形成されて行くかを体得し,その必要にして

十分な視覚をえられるようITVの据付仕様が決定でき

ることが望まれる｡

われわれが物を見る態度は,きわめてまちまちである
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が･注意力の集中という観点から考えてみよう｡われわ

れの眼は非常に注意を ■-`卜して用いると,細部までみわ

けがつくがそのときは注目点以外のことは,われわれの

知覚の上にほ現われない･すなわち視野が非常にせまく

なるっ普通の人間においては注意集中ほその度の高いほ

ど持続時間が短くなる○だから四六時中注意集中をして

いなければならないような仕事でも実際にほそれほど

常には見つめていないのが普通である｡これをカバーす

る動作として,漠然とながめていながら,なにか変つ

たことがあると注目するという方法をわれわれほ無意識

的にとっている場合が多い｡さいわい, 化,運動とい

うダイナミックな状態は非常に気がつきやすいものであ

る｡このことほITVにおいても同 で,解像度以~Fの

小さいものは動かなければもちろん判別不能であるが,

視野内を動いている場合にほ,相当小さなものまで｢何

か動いている｣ということを視坂ることが可能である｡

このようなわれわれ人間の視覚に関する習性ほ,当然

われわれの物事に対する判断という頭脳の働き方の習性

にも結びついている0であるからITVを新設する場合

には･この頭脳の働き方にふさわしいようにITVとい

う眼が働きうるよう工夫すべきである｡

われわれほ物を見るにあたって体や首を回したり,限

を動かしたりする｡これに対応するITVの動作はカメ

ラの回転である｡この回転速度の適値ほ被視対象現象に

よって大いに異なる｡

視野の縮小と被視体の

れほ肉眼における注意度

動追随の適値との関連を参照と

してきめられるべきである｡

次に何か ったことを見出したときには,われわれの

眼は監視を中絶する を力意‥ロ

ー
■
､なとこ 申する｡この動

作に対応するITVの機構ほいわゆるバリフォーカルレ

ンズの採用である｡平生ほ低倍率広視野で監視をつづけ

ながら･必要に応じて倍率を高めて見るため連続的に倍

率を変えうるレンズが作られている｡この らノしと的統

ことが覇要なのであって,レンズターレット方式のよう

に不連続的に視野の倍率を切携えることは,たとえそれ

′/､ごた

㌢

｣

タ

ブー可勤しンズ 対物しゝズ′
(倍率変更用) ほ巨離謁重用)′

～･箇(詭訊㌧ケlト

(a) (b)

第1図 バリフォーカルレンズ組立図(a)と外観(b)
Fig･1･HitachiVarifocalLens(a)…Construction(b)".Appearanee
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が一瞬であっても人間の知覚動作

には大きい障害を与える場合が多

い｡借 の上った画面を従来見て

いたものと異質な思考判断のため

のものとみなしてよいような種

の監視対象の場合を除き,思考が

連続性をもつかぎり視覚も連続性

をもたす方が,はるかにすくない

労力をもって正確な三†旬断を導きだ

すことができる｡

バリフォーカル,レンズも今次

大戦中,軍用の目的をもって急速

に開発されたものゆえ,一般に馴

染のすくないもののようであるが,

舞1図に例示するような構造をも

っている｡矢印のように中火のレ

ンズ対を動かすことにより舞2図

に例示するごとくに連続的に視野

が率倍の 化し,注意力を集中し

瑠ト･｣トスカ一針 ズ桁/偲ト+トス′

軌卜寸▼-ト膵→親叫｣刊
第2同 日立バリフォーカルレソズを使って,焦点距離を連続

的に変えてとつた写真

Fig･2.Continuous Change of FocalLength,Effected by

"HitachiVarifocalLens"

たり,監視者が歩いて被視体に近づいて行ったりしたと

同様な効果を上げることができる｡

なお,ITVは単眼であるからわれわれの両眼の場合と

異なり立体感がでないという 信は,写真のことを考え

ただけでも誤りであることが理解できると一塩う｡ITVに

よってもカメラ位置に人が立って視たときはとんど同程

度の立体感がえられるのであって,据付位置をいたずら

に遠くし,長焦点レンズを併用して倍率を上げたときに

は,カメラ位置に立った人が望遠鏡を川いたと同様の立

体感の 失を発生することは当然である｡

(2) ビデイコンの感度

ビデイコンの光導電面上の明るさと被写体の明るさと

の間には次の関係式がある｡

J､ 4′リム(刑十1,),竺
r属

ここで∫ゞは被写体の照度,′はレンズのH径比.ん～

は光導電面の照度,刑ほレンズの横倍

の全透過率,月は被写体の反射

, rはレンズ

である｡実際i･こは非常

な近接撮像を除き(刑+1)2=1としてさしつかえない｡

われわれの実 測定したビデイコンの感度ほ弟3図に示

す｡横軸はターゲット電圧,縦軸には光電流をとってあ

る｡被写体は3,000ルクスの照度をもつテストパターン

である｡また上式を用いこれを書きなおすと第4図のよ

うになる(われわれの場合簡単な測定により r属=0.39

をえた)｡また光を入射させないときターゲット回路に

流れる電流を陪 流と呼んでいる｡

策.3図から見るようにダーゲッ

と,光電流も暗電流も増加するが,

ト電圧を増加させる

陪電流の増加の仕方

二･､
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クーゲソト電圧(r)

第3図 ビディコソのターゲット電圧対光電

流および暗電流特性

Fig.3.Characteristics of Target-VOltage-

Photocurrent and Dark-Current

の方が急である｡ ターゲット電圧がある値(通常40～

50V)以上になると暗電流が大きくなって,像の暗電流

によるバックグランドが非常にノイジイになって看過で

きなくなる(これほもちろん観察者による個人的相違や

被写体の明暗の分布によってかなりの相違もあるが)｡

それゆえ被写休の明るさをきめるときほ信号出力対増幅

器の雑音比および対暗電流比,および賠電流の大きさな
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第4図 光電面の明るさ対光電流特性

Fig.4.Characteristics of Photo-Current

Illumination on Photosurface

別冊第18号

第1表 被写体照度 と 雑音 と の 関係

Tablel･RelationbetweenSubjectLuminosity

and Noise

被写体の照度 Aperture Correction回路

をつけないとき

Noiseが目立って実用にさしつ

カ三え_る
Noiseが干育みえ盲か⊥応便亙
る

ほとんどNoiseが邪魔にならぬ

いほとんどNoiseはみえない

どのかねあいを考慮する必要がある｡さらにもちろん使

用目的に応じた

要求するか

どの辺まで精密度,コントラストを

配慮も必要である｡要するにターゲット

圧はできるだけ低く,かつ信号出力対陪電流比はでき

るだけ高くとれば階調のよい映像がえられる｡そして好

都合なことにはこのような条件のもとでは残像時間も短

くかつ 命も長くなるという利点がともなう｡

NHK技研の木下氏(1)らの実験によると被写体の明る

さと雑音との関係は弟1表のようになっている｡被写体

はNHKの標準パターン,レンズ′=2,ターゲット電

圧40V,帯域幅8Mcである｡

(3)照 明

水力発電所でほ監視ほ昼夜行わなければならないから

夜間撮像用の照明装置が必要である｡撮像管としてビデ

コンを使用しているから良質の画面をうるためには前述

のように被写体照度は約500ルクス以上あることが望ま

しい｡100ルクス程 の明るさでも撮像はできるが受像画

のコントラスト悪く雑音が目立って 用にほならない｡

ダムの監視では全般を所要照度に照明することは不可

能なので投光器とカメラとを同一架台に設置して首振り

を同時に行わせつねにカメラの視野だけを照明する方が

よい｡中国電力明塚発 所の水位計,スクリーン監視用

ITVカメラは,カメラハウジングの上に2個の2kⅥr

投光器を取付けカメラハウジングの回転にともなって首

振りを行うようになっている｡カメラ投光器の設置位置

と被写体の位置とは通常かなりほなれてをり数十メート

ル以上となることもある｡このため照明としては必要最

少限のせまい視野を能率よく照明することが必要である

Aperture Correction回路

をつけたとき(普通のITVに

はこの回路はついていない)

Noiseが目立って使えない

Noiseが日立って実用にさしつ
かえる

Noiseが十分みえるが一応使え
る

実用上さしつかえない

♂ J 〃 g Z / ♂ / Z
ニダ くど J｢♂

探照灯の光度分布(その1)(晋£音電球)
Intensity Distribution of The Search

(1)

♂J〃 ∫ 2/β 7 Z ∫ イ ∫ ♂

那図探照灯の光度分布(その2)(基吉等電球)
Fig.6.Intensity Distribution of The Search

Ligbt(2)

から,投光器としてはビーム角度のせまい探照灯式のも

のを使用している｡投光紹を使用する場合注意しなけれ

ばならないことは,フィラメソトの形状により光来の分

布状態が非常に変るということである｡2kⅥr投光箸別こ
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ついて実験した結果フィラメントの形状の小さい100V

の電球を使用すれば第5図に示すようなシャープな光来

分布がえられ,中心におt も規格値程度となる｡

これに対してフィラメントの大きい200Vの電球を使用

するとビーム角度が広くなり(第d図),同じ電力で中心

における光束も前者の1/10近くになる｡

また投光器白身としてもその反射鏡ほ光学研磨を行つ

ていないから個々の製晶のムラも十分注意する必要があ

る｡水位標のみの照明としては,水位標のすぐ近くでス

リムライン照明により水位標全体を一 な明るさに旧明

する方法がある｡この方法はカメラと水位標と 距の

かなり離れた場合に有用である｡すなわち水位標の照度

を一定とするためにほ,投光器と水位標の距りが2倍に

なれば投光器の光源として4倍の光度を必要とするが,

スリムラインで胴明すればカメラの位置に関係なく一定

の照度をえられるから機構的にもコストの面からも有利

となる｡

一般に背景と同程度の反射率をもつ被写体の照明をす

る場合にほカメラと同じ位置から照明するよりは,ある

程度角度をつけて照明した方がコこ/トラストよく判別で

きる｡設備が許されるならこのような方法が考慮されて

よいと考える｡

(4)映像信号の伝送

水力発電所においてはダムと発電所問は数粁離なれて

いることが多いのでカメラで現像した信号はなんらかの

方法で数粁送らなければならない｡通常数十メガサイク

ル以上の搬送波を使用し同軸ケーブルによって伝送して

いる｡この場合ケーブルによる映像信号の歪としては減

衰歪,位相歪などがあるが.ここではケーブル内の反射

によって生ずる歪について簡単に述べることとする｡

ケーブルにより映像信号を伝送する場合にもろもろの

原因によってケーブル内部に反射波が生じ これがその

程度によっては受像面に影響を与えることが考えられ

る｡反射の生ずる原因としてはケーブルの始端またほ終

端におけるインピーダンス不整合によるもの,ケーブル

の接続点において生ずるものとケーブル自体が不均一で

あるために波動インピーダンスの偏差によって生ずるも

のとがある｡

このように反射波が存在するとケーブルの内部で2回

反射した波が信号波に加って受端に到達することにな

る｡これを伴流または紀流と称する｡伴流は信号波より

も若干遮れて受端に到 するのでたとえば信号が突然自

より黒に移ったような場合でも自に相当する伴流が若干

残るた桝こその境界面が不鮮明になる｡

伴流が画面に影響を与える度合はその量と持 時間

による｡持続時間が 0.1〃S より小さい場合にはその量

ヨ ン の 諸 問 題

が信号波に対して10%程度あっても支障は生じない｡

0･1一〃Sより長くなるにしたがって伴流の遺は少いことが

必要となり1〃S以上では2～3%程度以〉卜であることが

必要であるといわれている｡

ケーブルの場合は二つの反射点の距離が火であるほど

伴流の連れは大になるが,往復の距離が長くなって減衰

も大となるので量の方は少くなる｡また信号の搬送波の

周波数が高いほどケーブルの伝送損失が大きくなるが伴

流は信号よりもさらに大きい減衰を受けるために

に対する伴流の割合は少くなる｡中国電力の明塚発電所

の場合では比苗域の点そのほかを考慮に入れて搬送周波

数として約100Mc という異例に高い周波数を用いた

が,伴流の点でも上記の理由で少くなっており尖 に受

像面にはケーブル伝送による歪は生じていない｡テレビ

ジョンの長距離伝送の場合ほ減衰も極力少くすることが

必要となるので,ケーブルに対する仕様はきわめて厳し

いものとなり,したがってケーブルの価格も高価になる

がITVでは数粁の近距離伝送の場合が多いのでこのよ

うな方式が有利になる｡

伴流の量の計算方法についてはKaden(2)氏そのほか

の人によって研究されている｡すなわち,ケーブルの波

動インピーダンスはその平均値Zoに対して偏差Sをも

つものと考えるとSはたとえば電気回路の雑音波形のよ

うにケーブルの伝送方向に不規則な分布をなしている｡

これを統計的に扱うとその自己相関函数甲(∬)の形がケ

ーブル内部不均等の性質を知る目安となる｡Kadenに

p(∬)=√‡(子)2
とおくとγがいわゆる相関亘長と呼ばれるものである｡

伴流の大きさは搬送周波数とγとの関係によって大きく

左右される｡たとえばケーブルとして10c-2Vを用い,

搬送周波数を 20Mc とした場合ケーブル内部不均

β～ dタ βJ

r加爪

～ J

第7図 相関亘長γと函数ツ(γ)との関係

Fig.7.y(r)vs Correlation Range r

に
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よる二重反射によって生ずる伴流の量の標準偏差は

ヽlご卜･- (諾)2㈹/孔㌢-1+β~4α…(3)
る=波動インピーダンスの平均値

a=ケーブルの絶滅衰量(Neper)

5=波動インピーダンスの偏差

γ=相関亘長

となるが,ヅ(γ)の値ほ第7図のようになりγの値が約

0･8mのときに伴流の値が最大となる｡

いまのところケーブル内部の不均等性についてほ十分

に明らかになっていないので,ケーブルの不均

す偏差S,自己相関函数,相関亘長などの値を実

を表わ

的に

求めることが今後の重要な問題である｡パルス披を用い

て不均等性をオシロ面上に直視する試みも最近行われて

おりいまのところほ分解能が少いが将来有力な手段とな

るであろう｡

(5)制 御

前述のように水力発電所でほカメラおよび送像装置は

ダムに設竃され受像装置が発電所に設置されているので

その間の距離が数粁となることが多い｡しかもダム側は

原則として無人ですべての制御ほ受像側で行わねばなら

ないから,水力発電所用のITV装置としては送像例の

遠隔制御がきわめて重要な問題となる｡制御方式として

は色々考えられるが誤動作がまったくないこと,操作が

簡便であることなどが満足されなければならない｡

受像側から送像側へ送る制御信号はおもにビデコンの

電機電圧,レンズ制御,カメラ,投光器の首振り,電源

按断,投光猟克減,カメラ切換などで送像側からは各制

御モータの回転限界,回転角度,障害警報などが受像側

iこ送られる｡

中国電力明塚発電所でほ制御方式として搬送制御方式

を採用した｡･制御要 ほビデコンターゲット,同ピー

ム,同フォーカス,レンズ焦点,絞り,カメラIl-り転,順

回転,逆回転,照明丈~~r点滅,および電源切断の10箇所

で,電源の接断のみは直流電流によりリレーを動作させ

て制御を行っている｡このほかの制御はいずれも搬送電

流によって行うものである｡このうちターゲット,ビー

ム,フォーカス,レンズ焦点,レンズ絞りおよびカメラ

回転の6項目ほいずれも制御用モータを駆動して行うも

ので2項目以上同時に操作する必要ほないが,回線の誤

選択の事故をなくするためにそれぞれに回線を割当て制

御を行っている｡すなわち照明灯点滅用に2.295c/S,

順回転,逆回転用にそれぞれ1.955c/s,1.615c/s,上記

6項目の制御には425～1.275c/sの問の6波を割当てて

搬送周波数50kcを 調して制御信号を っている｡実

際をこ制御を行う場合,たとえばターゲット制御を行うに

別冊第18号

ほ受像側遠隔制御盤でターゲットの抑釦を押して押釦を

クランプさせ,さらに順回転の押釦を押せば送像側でタ

ーゲット制御モータが順方向に回転しこれが可変抵抗器

を回してターゲットの電位を変化させる｡可変抵抗器を

回しきった場合にほリミットスイッチが動作し,モータ

の回転を停止させるとともに.10kcの信号電流が受像

側に送られランプおよびブザーによって制御老に限界を

表示するようになっている｡制御者にほ受像画面をみな

がら制御を行って最適の状態とすることができるが各部

の実際の調整位置,たとえばターグッ†の可変抵抗器の

調整位置がどの程度となっているかはわからない｡

制御方法としては搬送を使用せずに同軸ケーブルと併

存して制御ケーブルを架 し直流による直接制御を行う

ことができる◎ この場合遠隔制御盤の操作はターゲッ

ト ビーム,フォーカス以外ほ搬送の場合とほとんど変

らないが,ターゲット ビーム,フォーカスほ今度ほ

直接可変抵抗器を回して電圧制御することができるから

可変抵抗器の調整位置はただちに確認できるが搬送の場

合は,サーボ機構を使用しなけれほこの調整位置を確認

することはできない｡搬送制御,直流制御のどちらを採

用するかは,送受信装置間の距離,コストなどを十分考

慮して決定されねばならない｡直流制御では多芯の制御

ケーブルを架設する必要があるが.送受 としては

簡単となり搬送制御では線路は映像信号用同軸ケーブル

と共川できるから,制御ケーブルは不要であるが,送受

装置に搬送端局装

る｡

必が置

〔ⅠⅠⅠ〕緯

要で装置全体として複雑とな

言

ITVを水力発電所において使用する際に問題となる

諸点を挙げて,それぞれ一般的な問題も含めて略述した｡

このほかに火力発電所においてITVを使用するときの

問題,銀行,商業方向の応用における問題などがある｡

ことに銀行方面への応用は被写体としてまったく静止し

た物を見ることとなり被写体の照度も十分にあげられる

ので,一般のITVとは考え方の輿なった方式が可能で

ある｡米国では静止した被写体に対しては8kcの周波

数帯域幅で伝送したという報告がされているが,この点

についてほ今後の開発にまつべき点が多い｡ITVは放

送用テレビジョンとは異なった観点から新しい技術が開

発される可能性があり,それによってさらに利用範囲が

拡大されることと考えられる｡

本稿を終るにあたりITV装置納入以来終始御指導,

御援助を賜わった中国 電力明塚発

らびに常にITVに関して御指

所の関係者の方々な

を賜わる日立製作所中

央研究所高田,河合,中村各主任研究員,戸塚工場東無
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線部副部長をはじめ関係者各位に厚く感謝の意を す｡
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(1)木下,ほか:テレビジョン No.8.1954.180

AF-2形自動式構内交換装置

Type AF-2Automatic Private

Telephone Switchboard

晶

本装置は自動,共電,磁石のいずれの局線にも接続で

きる首動式交換装置である｡もちろん構内

用いることができる｡

用としても

自動交換機は交換に必要な機器および監視信号,それ

に信号電源までを防塵カバーを有するケースに収め,容

∈の小形と建設,保守の簡易性を特長としている｡

各回路の

二代

装および容罷は弟2表の りであるが,弟

第1表 構 成 要

紹

(昭29-8)
H.Kaden:A.E.U.1954.523-529

今西,内藤:日立評論 37′ 579. (昭30-3)

1表の各ユニットおよび中継台を組合せることにより加

入者ほ構内専用の時100回線まで,局線接続の時には80

回線まで適用できる｡また加入者線,局線のはかに私設

線をも収容可能である｡弟1図はその概観を示す｡.

形 式

AF-2一口

第1文字

第2文字

第3文字

第4文字

電源電圧

A:ストロージャ方式A形

F

2

ロータリライソファインダ式

2数字式

[]:形式を示す

48V

セレクタコソネクタは上昇回転形を使用する｡

TabIel.Elementary Unit of AF-2

Automatic Switchboard

注: 回線数により上記交換機と中継台とを組合せて使用する｡自動交換機の実装,容童は第2衷の

通りである｡

回 路 容 量 表

Line Capacity TabIe

加 入 者 回 路

ロータリファインダ回路

セレクタ コンネクタ

主 監視信 号装置

祝 信 号 回 路

ⅠIA-4信号送亡_Li装置

AP-1形局 線回 路 10 14

注:(1)AP-1Hセレクタコンネクタそのものはこれら装置内には含まれない｡

(2)監視信号回路は主監視信号装置と結合してのみ機能を発揮する｡

(3)数字ほAP形発着信レビータの場合を示L,APl号市外制御装置を併用する時には,

10は4,14ほ6となる｡

注(1)

江(2)

注(3)

第1図 AF-2-A 自動式

構内交換機

Fig.1.AF-2-A AutomaL

tic Switchboard



MP コ ン デ ン サ

HitachiMP Capacitors

晶

通信機者達の小型化に重要な一翼をになうコンデンサと

して,丸IPコンデンサは,その本質である優秀な絶縁自

己国敵性と相まって,近時脊方面に高信頼度をもって実

用されるようになった｡

今迄九IPコンデンサは主として機器の小型化に積極的

に利用されてきたが,逆にいつて既設計のセットでさら

に高い機能をもたせるために,統コンデンサと同一スペ

ースにさらに大容旦を必要とするところにも,MPコン

デンサの一利用面がある｡第】図は日動交換機用の一例

で右は航コンデンサ,左はMPコンデンサである｡今迄

の通話 流阻止l_亘1路は第2図(a)のようになっていたが,

､

(α)

第2回 誤動作防止回路

紹

第1図 特殊交換機用MPコソデソサYMX

-4D と紙コンデンサ
50-G の比較

Fig.1.Comparison of MP Capacitor

Type YMX-4D and Paper Capacitor

Type 50LG for Telephone Exchanger

._.;藍‡みr 4ノ′

(い

Fig.2.Misoperation Preventive Circuit

ダイヤルインパルスが入るとAリレーが誤動作すること

があり種々障害せ起していた｡それを弟2図(b)のよう

にすれば,ダイヤルインパルスはパリスタに吸収され誤

動作を完全に防止することができるが当然コンデンサほ

合計4倍必要となり,スペースの点からほ非常に不利で

ある｡

これをMPコンデンサに代えれほ第1図のように今迄

の容積に全エレメントが収容され,梢芯灘にも,収付の

点からもまったく変更を要しない｡したがって旧IJ_!1路を

新回路に変吏コニ

ものがあろうっ 勿

以上である｡

する場合など.その便利さは絶対的な

論電気 的な什様ほ紙コンデンサと同等

第3図ほ電話機州の例である｡左ほMPコンデンサ

C-4B右ほ祇コンデンサC-4Aである｡C-4BほC-4A

よりさら1.8.〃Fにのエレメントが余計に収拝されてい

る｡取付はまったく同一だから.4号電話機などでC-4

AをC-4Bにかえて簡単な配線称えをすれほ容易に2共

機に改造することができる便利なものである｡

日立MPコンデンサは業界において最高品質と折紙つ

きの独特な蒸着技術iこよる日立金属化紙を用いて製作さ

第3囲 祇コンデンサC-4AとMPコンテ

ンサ C-4B

Fig.3.Paper Capacitor TypeC-4A and

MPCapacitorTypeCL4BforTelephone

Set

れ,その⊥iご一種も通信機器用全般に止らず,交流い_り路用も

広く最産化されている｡またMPコンデンサでは困難祝

されていた自動車分配矧~iiコンデンサも量産化され,そ

の廉価な点からもMPコンデンサの川途はますます広ま

って行くであろう｡




